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(a) N-32,108ともにβ-1･30-1.35(…β;)で拡散係数が急に減少 し, ㌔>β;
*
では粒子の運動は non-､di軌 siveとなる｡･
但) N-32では状態方程式 (PVNkT)は液体状態 (freezingp-ointでpg*-1･15…
pg*)から年めらかに高密度領域-伸び,結晶 branchとは別の branchを生成する｡
(C) N-108では状態方程式は pg*まではN-32の branch 上にのるが,それより帝
㌔
高密度側ではずれて結晶 branchに近づく｡ (図 )


















"高密度の液体を急冷または急圧縮すると, β-1.30- 1.35 までは過冷却の準安
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するか,より小さい β*で結晶化するか｡
i)準安定状態のP*の上限 pg*は系の粒子数に依存するか｡ (N-32と108では依
存 しない )
i)結晶化の機構はどうなっているのか｡
このような問題を中心として,今後われわれは結晶化の問題をとりあげていく予定であ
る｡
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